
第２回　小平市まち・ひと・しごと創生総合戦略
推進委員会  資料３　平成29年3月30日（木）

事業名称（予算書上の事
業名）

当初予算
総合戦略の
位置づけ

事業概要
ＫＰＩ

（市総合戦略で設定）
スケジュール等の見込み

1
子育て応援サイト運営支
援

2,100千円

基本目標２
「若い世代の結婚・出産・
子育ての希望をかなえる」

④　子育てにおける多様
な支援の充実

④-１　子育てに関する情
報発信の推進

平成２８年度に「地方創生加速化交付金」の交付決定事業として実施した「東京
郊外型の女性の新しい就労推進事業」の中で構築した「子育て応援サイト」につ
いて、平成29年度から運営を担う団体に補助を行うことで、以下の事業の推進を
支援する。

【子育て応援サイト「こだち」の運営】
「子育て応援サイト こだち」の管理・運営を行う。

【編集会議の運営】
ママ編集員による情報発信ページについて、子育て中の市内在住の女性を編
集委員として参加を得て、編集会議や研修の場を設け、円滑なサイト運営に資
するようにすると共に、編集委員のスキルアップを図り、在宅ワークに必要なスキ
ルアップにつなげるようにする。編集事務局として、ママ編集員の記事内容
チェックを含め進行管理等も行う。

子育て情報発信サイト
のアクセス数
０件→１５０，０００件
（平成31年度末）

・サイトの保守・管理　（通年）
・行政情報ページについて、リンク等最新状況の確認
　（年１回以上）
・編集会議の実施　（月１回程度）

8,609千円

4,178千円

（うち交付
金事業
954千円）

平成２９年度当初予算において地方創生推進交付金の充当を見込んでいる事業の概要

創業支援事業

基本目標３
「地域力・民活力の高いま
ちをつくる」

①　市内における“しごと”
をつくる

①－１　創業に対する支援

【創業相談窓口等】
市内金融機関と連携し、市庁舎内での創業希望者に対し創業相談窓口（月1
回）、商工会や金融機関と連携して実施する創業セミナー（年2回程度）及び創
業塾（年2回）を実施する。

【チャレンジショップ事業】
駅周辺の空き店舗解消を目指すとともに創業の後押しをする商工会が実施主
体のチャレンジショップ事業（創業者に対しての家賃補助）を実施する。

認定創業支援事業に
よる支援を受けた件数
７４件→１５６件

市内の創業比率
１．７８％→２．００％

（平成31年度末）

平成29年4月以降
　「個別相談窓口」を毎月実施予定

平成29年上半期
　創業セミナー →創業塾 →チャレンジショップ事業を実施

平成29年下半期
　創業セミナー →創業塾 →チャレンジショップ事業を実施

3

2
子育て中の女性の就労促
進事業

基本目標３
「地域力・民活力の高いま
ちをつくる」

①　市内における“しごと”
をつくる

①－４　子育て中の女性の
就労促進

平成２８年度に「地方創生加速化交付金」の交付決定事業として実施した「東京
郊外型の女性の新しい就労推進事業」の中で構築した仕組みについて、平成
29年度から運営を担う団体に補助を行うことで、以下の事業の推進を支援する。

【ビジネススキル研修等の実施】
就労を希望する市内在住の子育て中の女性を対象としてＩＣＴやライティングな
どのビジネススキル研修等を実施し、在宅での就労や再就職支援を行う。

【コワーキングスペース すだちの運営】
テレワークステーションの運営、創業支援の取組、創業やテレワークにつながる
各種研修の実施、その他コワーキングスペースの有効活用等による運営を行う。

【就労プロデューサーの配置と育成】
小平市の実情にあった仕事の受発注を行い、在宅ワークを希望する市内在住
の子育て中の女性に仕事を割り当て、進行管理や納品物の品質管理を行う調
整役である「就労プロデューサー」を配置する。また、在宅ワークの仕事の創出・
業務の受発注をコーディネートできる、地域における推進役となる人材の育成を
行う。

在宅ワークによる新規
就労者数（内定含む）
０人→５０人
（平成31年度末）

・テレワーク、就労プロデューサー、その他起業や就労につ
ながるスキルアップ研修等を実施。（各月１回以上。週１回
以上は何らかの研修を実施。）

・ワンデーキッチンやワンデーサロンの利用希望者面接等
（随時）。利用開始後の相談応対も随時実施。

・テレワーク等の業務開拓


